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　２月 12 日、認定こども園上

更別幼稚園で雪まつりが開かれ

ました。季節外れの暖かさの中、

親子で宝探しや鬼ごっこ、そり

すべりなどを楽しみ、園庭をか

け回る子どもたちは笑顔いっぱ

いでした。



写真で振り返る

令和元年度

特 集　昨年５月１日、30 年あまりに
わたって続いた「平成」が終わり
を迎え、新たな時代「令和」の幕
が開きました。
　この１年間、村内では農業・福
祉・教育など数多くの活動が活発
に展開。広報さらべつでは、みな
さんにご協力いただきながら、カ
メラを片手に活動の様子を取材
し、紙面でご紹介してきました。
　今月号では、その１コマ１コマ
を写真で振り返ります。 ８月　近未来技術等社会実装事業

　　　　　公開実証テストを実施

５月
高校生カフェ「カランコエ」オープン

４月
「コミュニティ・スクール」が始動

４月
西山村政２期目がスタート

５月〜　
「どんぐりの村で自然と遊ぶ」開催

５月
道の駅さらべつ 20 周年感謝祭開催

５月
すももの里まつり開催

５月
十勝地区ラジオ体操講習会開催

６月
西海副村長就任

６月　元内閣総理大臣
　　　小泉純一郎さん来村

７月
更別和牛改良組合設立 30 周年

７月
D1 グランプリ開催

９月
全日本ママチャリ耐久レース開催

９月
敬老会開催

９月　どんぐり村の
　　　商店街ナイトマーケット開催

９月
生涯活躍のまちフォーラム開催

10 月
スロウ村の仲間たち開催

10 月
JICA より職員の派遣を受け入れ

10 月
大収穫祭でどんちゃん体操お披露目

11 月
無人トラクターの実証テスト実施

11 月
総合文化祭開催

12 月
地域交通の実証運行実施

１月
冬季高齢者安全運転体験講習会開催

　１月　さらべつさんうどん
　　　　イベント開催

11月　渡基文さん
　　　　日本農林漁業振興会会長賞受賞

４月
歯科診療所に指定管理者制度を導入
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北海道社会貢献賞を受賞

本多　芳宏さん (東栄区 )
　永年にわたり地方自治の発展に貢献されたご功績が認め
られ、本多芳宏さんが令和元年度北海道社会貢献賞 ( 自治
功労者 ) を受賞しました。
　本多さんは、平成 11 年５月から平成 31 年４月までの
５期 20 年にわたり村議会議員を務められ、平成 19 年５
月からの 12 年間は村議会副議長として、村民の福祉の向

上のために尽力されてきました。

　１月 29 日に役場で伝達式が行われ、十勝総合振興局の
須藤正之副局長より表彰状と記念品が手渡されました。
　本多さんは議員生活を振り返り「現在の村を形づくるさまざまな議論の場に携わってきました。長く議員として
務められたのは地域のみなさんのおかげです」と話してくれました。

左から須藤副局長、本多さん、西海副村長

幕
別
町
の
有
限
会
社
大
坂
林

業
よ
り
30
万
円
の
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
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「
そ
の
他
目
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達

成
の
た
め
村
長
が
必
要
と
認
め

る
事
業
」
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

献血を実施します
　輸血用の血液が大変不足しています。輸血を必要としている
方々のために、みなさんのご協力をお願いします。
●日時・場所
　３月 30 日 ( 月 )
　10 時 00 分〜 11 時 30 分：ＪＡさらべつ駐車場
　13 時 00 分〜 16 時 30 分：役場前駐車場
●問い合せ
　役場住民生活課住民活動係 ☎ 52 ー 2112

　地域おこし協力隊員 ( 地域活性化支援員 ) に、東京都出身の
松前好博さんが着任しました。
　以前は、経済産業省の職員として新規事業の起業支援や新エ
ネルギーの普及振興を担当。
　２月 25 日に行われた着任式では、西山村長から「豊富な経
験を活かして活躍してくれることを期待しています」と激励の
言葉が送られました。
　趣味は道の駅スタンプラリーや温泉巡りという松前さん。村
の魅力発掘やスマート農業の推進を担当することについて「地
域に密着した取り組みをしてみたいと考えていました。生活に
なじむところから始め、議論を深めながらアイデアを出してい
きたいです」と意気込みを語ってくれました。　

地域おこし協力隊に新隊員

左から西山村長、松前さん

　今月号と合わせて配布している資源物分別ポスター「リサイクル

センターで受け入れている資源物」もお読みいただき、正しい利用

にご協力をお願いします。

●問い合せ
役場住民生活課環境衛生係　☎ 52 ー 2112

◆受入日
　火・木・土・日曜日 ( 年末年始を除く )
◆時　間　
　【４月〜10 月】　８時 00 分〜 17 時 00 分
　【11 月〜３月】　９時 00 分〜 16 時 00 分
※上記以外は敷地内立入禁止です。

受入日・時間を守ってください

◆メーカーや回収業者、一部販売店へ引き取
　りを依頼してください
(例)家電４品目(洗濯機・衣類乾燥機、テレビ、
　　冷蔵庫・冷凍庫、エアコン )、パソコン
◆販売店へ引き取りを依頼してください 
( 例 ) 消火器、高圧ガスボンベ、金庫、バイク
◆大型ごみとして出してください
( 例 ) スキー板、ソファー

受け入れられない主なもの

◆木くず、木製品
・処理機械が故障する原因となりますので、
金属やガラス、プラスチックなど木以外の
部分は必ず取り除いてから出してください。

・生木、木製品を問わず、長さは１ｍ以内に
　カットしてください。
・ペンキやタールといったニス以外で塗装さ
　れたものは、受入の対象外です。
◆無色のコンクリート、ブロック
・受入の対象は、無色のコンクリート、ブロッ
　クのみです。それ以外は対象外ですので絶
　対に置かないでください。
◆落ち葉、芝、花殻
・野菜や果物は対象外です。
◆金属ごみ

金属が 80％以上のものが対象です。
　( 例 ) 自転車、金属なべ、フライパン

４月から受入を再開します

　持ち込まれる資源物の汚れが目立ってきて
います。汚れているプラスチック容器類や
ペットボトル、空き缶、ビンなどは資源物と
して再生できないためお持ち帰りいただいて
います。事前にしっかりと洗浄し、乾燥させ
てから持ち込んでください。なお、汚れのひ
どいものは各家庭で燃やせないごみとして処
分してください。

持ち込むときの注意点

　リサイクルセンターへ持ち込まれたものの
持ち出しを禁止しています。まだ使えそうな
ものがあっても持ち帰らないでください。

資源物の持ち出しは禁止です

リサイクルセンターからの
お知らせ

　処理機械が故障する原因となりますので、
生ごみ以外は処理機械に入れないでくださ
い。誤って生ごみ以外のものを入れてしまっ
た場合は、必ず作業員にお知らせください。
※処理機械に入れてはいけない主なもの
　鶏の骨、貝殻、とうもろこしの芯、ビニー
　ル袋、プラスチック製品、紙
◆生ごみから作った堆肥を、１袋 ( 約 15kg
　入り )200 円で販売していますのでご利用
　ください。

生ごみの受入について
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犬の巡回登録・狂犬病予防注射のお知らせ

場　所 時　間
南 更 別 区 会 館  9 :30 ～ 10:20
昭 和 区 会 館 10:30 ～ 10:50
更 南 区 会 館 11:00 ～ 11:20
更 生 区 会 館 11:30 ～ 11:50
更 別 区 会 館 13:10 ～ 13:40
十 勝 農 業 共 済 組 合
更 別 家 畜 診 療 所 14:00 ～ 14:30

◆登 録 料　3,000 円 ( 初回のみ )
◆予防注射　3,110 円 ( 注射済票交付手数料含む )
　※おつりがないようにご用意ください。

❸料金

❷対象
◆登録
　取得から 30 日以内の犬
　※生後 90 日以内の犬を取得した場合は、生後 91 日以降
◆予防注射
　生後 91 日以上のすべての犬

　役場から犬の登録をしているみなさんへ３月下旬に発送す
る予定です。当日忘れずに持参してください。

❹狂犬病予防注射済証 ( ミシン目入り用紙 )

◆犬も注射を受けるときは緊張します。必ず散歩のときに使
　用するリードなどを付けてきてください。
◆動物病院で予防注射を受けた場合は、お手数ですが動物病
　院で発行された注射済証をお持ちになり、役場で「注射済
　票」の交付を受けてください。
　※交付手数料として 550 円が必要です。

❺その他

場　所 時　間
勢 雄 区 会 館  9 :30 ～ 10:20
平 和 区 会 館 10:30 ～ 10:50
旭 区 会 館 11:00 ～ 11:20
更 別 東 区 会 館 11:30 ～ 11:50
上 更 別 南 区 会 館 13:10 ～ 13:50
上 更 別 消 防 会 館 14:00 ～ 14:30

❶実施日時
　４月 15 日 ( 水 )

　４月 16 日 ( 木 )
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３月は『自殺対策強化月間』です３月は『自殺対策強化月間』です

　３月は、進学や就職、職場の異動など生活環境が大きく変動する時期であり、さまざまなストレスを抱えやすく、
全国的に自殺者が増加する傾向にあります。「誰も自殺に追い込まれることのない更別村」の実現を目指すために、
自分の心の状態の変化に気づき、周りの親しい方もＳＯＳに気づいてあげることが大切です。

相談窓口 電話番号 受付時間

役場保健福祉課保健推進係           53 ー 3000 平日８時 30 分～17 時 15 分

北海道いのちの電話
(011)231 ー 4343 24 時間 365 日対応

(0120)783 ー 556 毎月 10 日に 24 時間開設

よりそいホットライン (0120)279 ー 338 24 時間 365 日対応

からだのサイン

めまいや耳鳴りがする

食欲がなくなる、または食べ過ぎる

寝つきが悪い、夜中や朝方に目が覚める

肩こりや頭痛、腹痛などの痛みがある

こころのサイン

気分が沈み、やる気がなくなる

人付き合いが面倒になる

急に涙が出てくる

不安や緊張が高まる

気持ちや体調の異変は、体から発せられる危険信号です。自分のストレスサインに気づき、
早めに対処することで深刻な事態になることを防ぐことができます。

見守る方へ

家族や仲間の変化に気づい

て、声をかける

家族や仲間の言動・体調の変化に敏感になり、相
手の周りへのサインになるべく早く気づきましょ
う。

本人の気持ちを尊重し、耳

を傾ける

相手の気持ちを否定したり、励ましをすると逆効
果。気持ちを尊重・共感した上で、相手を思う気
持ちを伝えましょう。

早めに専門家に相談するよ

う促す

心の病気や社会・経済的な問題を抱えているよう
なら、本人に理解のある家族や友人などキーパー
ソンと連携し、専門家への相談につなげましょう。

温かく寄り添いながら、

じっくり見守る

体や心の健康状態について、自然な雰囲気で声を
かけて、焦らずに優しく寄り添いながら見守りま
しょう。

こころの相談に関する窓口

気づき 傾　聴

つなぎ 見守り

自殺対策強化月間
ロゴマーク

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp
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8各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

9 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

育児スイッチをオンに

お父さん応援講座
相手のため、自分の将来のために

ＳＮＳ等非行防止教室

上更別小学校の５・６年生の児童が、帯広警察署の

警察官からインターネット上での交流の危険性を学び

ました。

ゲームアプリやＳＮＳなどで気軽につながりを作る

ことができ便利な反面、使い方を誤ると相手を傷つけ

てしまったり、自分の将来に影響してしまうこともあ

るインターネット。

授業後、児童たちは日頃の使い方を振り返って、気

づいたことを改めようと考えている様子でした。

1/26
冬を存分に楽しむ

さらべつ雪中運動会

ふるさと館で十勝さらべつ熱中小学校の生徒有志が

企画した「さらべつ雪中運動会」が開かれました。

村内をはじめ道内や姉妹校のある宮崎県小林市など

から約 80 名が参加。競技はチーム対抗戦で行われ、雪

上綱引きやスノーフラッグ、そりリレーなど６種目が

行われ、白熱する競技内容に会場からは絶えず歓声が

上がっていました。

　競技終了後には、手作りのおにぎりと豚汁が振る舞

われ、参加者のみなさんは体を温めていました。

災害時に必要な備えを確認

赤十字奉仕団研修会

農村環境改善センターで村赤十字奉仕団の研修会が

開催され、多くの団員や住民の方が参加しました。

とかち防災マスターネットワークの谷口榮子さんを

講師に、冬の災害対策として、暖房器具の使い方など

を日頃から確認することや、ポリ袋を使った防寒衣料

の作り方を学んだ後、炊き出しとしてお湯を入れただ

けで食べられるチキンライスと惣菜缶詰の試食を実施。

参加した方は「防寒衣料が暖かく驚きました。手軽

なので家族の分も作りたいです」と話していました。

老人保健福祉センターで「お父さん応援講座」が開

かれ、親子 17 名が参加しました。

育児に携わるお父さんを対象とした講座は初めての

開催。講師に育児ネットめむろ・パパスイッチ実行委員

長の嶋野丈治さんが招かれ、自身の経験を交えた育児

のポイントの解説と、子どもと一緒に楽しめる紙飛行

機などの工作教室が行われました。

参加した方は「子どもとのかけがえのない時間を大

切にしようと改めて思いました」と話していました。

2/ 5

2/21

　
２
月
１
日
、
今
年
で
44
回
目

と
な
る
﹁
更
別
村
小
学
校
及
び

更
別
村
内
ス
ケ
ー
ト
大
会
﹂
が

村
民
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
開
か

れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
小
学
１
年
生
の
部
か

ら
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
試
そ
う
と
懸
命
に
滑
る
子

ど
も
た
ち
に
、
家
族
や
先
生
、

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
つ
の
種
目
で
大
会
新
記
録

が
生
ま
れ
、
滑
り
を
目
の
当
た

り
に
し
た
方
た
ち
か
ら
は
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

2/13

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい
6days6days

　
２
月
14
日
、
更
別
小
学
校
の

５
年
生
と
上
更
別
小
学
校
の

５
・
６
年
生
が
茶
道
の
作
法
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
村
の
子
ど
も
夢
基
金
事
業
を

活
用
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る

こ
の
教
室
。
茶
道
サ
ー
ク
ル
の

み
な
さ
ん
に
よ
り
、
千
利
休
の

流
儀
を
受
け
継
ぐ
肥
後
古
流
の

作
法
で
薄
茶
が
点
て
ら
れ
、
児

童
た
ち
は
、
味
噌
味
の
あ
ん
を

道
明
寺
粉
で
包
ん
だ
ま
ん
じ
ゅ

う
と
一
緒
に
和
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
体
験
後
に
感
想
を
聞
く
と

﹁
程
よ
い
甘
さ
に
な
り
、
美
味

し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



☎

☎

　
帯
広
市
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

(

帯
広
市
公
園
東
町
３
丁
目)

　
帯
広
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

帯
広
市
東
８
条
南
13
丁
目
１)

無
料

20
名

３
月
23
日(

月)

～
４
月
23
日(

木)

に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
65
・
４
１
４
７

　
　
　
　
　
　
　

23
・
０
１
６
３

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
体
罰
な
ど
の

学
校
教
育
に
関
す
る
悩
み
、
子
育
て

や
し
つ
け
な
ど
の
家
庭
教
育
に
関
す

る
悩
み
な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
事
例

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
相
談
事
例

http://www.dokyoi.pref.hok
kaido.lg.jp/hk/ssa/soudan
jirei.pdf

●
来
所
相
談

　
子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

(

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目

道
庁
別
館
８
階)

　
平
日
10
時
00
分
～
16
時
00
分

(

土・日・祝
、
年
末
年
始
は
休
み)

※
下
記
の
電
話
相
談
で
予
約
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ル
相
談

doken-sodan@
hokkaido-c.

ed.jp
※
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
下
記
の
電
話

　
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

村
外
の
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
方

に
対
し
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

生
後
６
か
月
以
上
の
村
民

●
助
成
金
額

　
接
種
に
か
か
っ
た
金
額
か
ら
自
己

負
担
額
１
０
０
０
円
を
除
い
た
金
額

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
金

額
の
上
限
は
２
０
０
０
円
で
す
。

●
手
続
き

　
接
種
金
額
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書

と
印
鑑
、
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

を
持
参
し
、
申
請
書
を
役
場
保
健
福

祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
保
健
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限

　
３
月
31
日(

火)
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
要
約
筆
記
は
、
難
聴
な
ど
聞
こ
え

の
不
自
由
な
方
に
会
話
や
講
演
会
な

ど
の
内
容
を
文
字
に
し
て
伝
え
ま
す
。

●
講
座
の
内
容

　
要
約
筆
記
の
基
礎
知
識
、
聴
覚
障

　
害
者
と
の
交
流
な
ど

４
月
28
日(

火)

～
７
月
28
日(

火)

10
時
00
分
～
15
時
00
分　
全
13
回

10各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

　
電
話
相
談

☎
０
１
２
０・３
８
８
２
・
56

(

無
料
、
毎
日
24
時
間
対
応)

　

満
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
機
器
を
利
用
さ
せ
る
場

合
、
保
護
者
の
方
は
次
の
点
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

　
す
る

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち

　
を
言
葉
巧
み
に
誘
い
出
し
、
事
件

　
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
深

　
刻
な
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識

　
や
情
報
モ
ラ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
親
子
で
身
に
つ
け
、

　
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　
長
時
間
の
利
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
の

　
依
存
症
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
適

　
切
な
生
活
環
境
が
身
に
つ
け
ら
れ

　
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

　
話
し
合
い
、
ご
家
庭
の
ル
ー
ル
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、「
利
用

時
間
は
夜
９
時
ま
で
」
な
ど
具
体

　
的
に
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す
る

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
知
識
が
十

　
分
で
は
な
い
お
子
さ
ん
が
、
不
用

　
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に
接
続

し
な
い
よ
う
制
限
す
る
機
能
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻

　
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
ス
マ
ー

　
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
は
必
ず
フ
ィ
ル

籍
を
持
つ
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。　

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸

支
局
で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。
令
和
２
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
に
、
３
月
中
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

(

変
更
登
録)

●
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　
︵
移
転
登
録
︶

●
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　
︵
抹
消
登
録
︶

　
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
、
札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　
☎
０
１
１・７
４
６・１
１
９
７

つ
い
て
、
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支

局
に
も
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
法
務
省
民
事
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.m
oj.go.jp/M

INJI/
m

inji04_00034.htm
l

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
24
・
５
８
２
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

令
和
２
年
３
月
分(

４
月
納
付
分)

か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10・41
％(

プ

ラ
ス
０
・
10
ポ
イ
ン
ト)

、
介
護
保

険
料
率
は
１
・
79
％(

プ
ラ
ス
０
・
06

ポ
イ
ン
ト)

と
な
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
料
率
と
介
護
保
険
料
率

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

　
　
☎
０
１
１・７
２
６・０
３
５
２

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

●
第
１
次
試
験

　
５
月
16
日(

土)

●
第
２
次
試
験

　
６
月
中
旬
～
７
月
上
旬

●
受
付
期
間

　
４
月
８
日(

水)

ま
で

帯
広
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
０
１
１
０

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
基
礎

年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
40
年
間
国
民
年
金
保
険
料
を
収
め

る
と
、
年
金
を
満
額
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳

に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す(

任
意
加
入
は
お
申
し
出
し
た
日

か
ら
と
な
り
ま
す)

。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間

や
保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則

10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す(

昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す)

。

　
ま
た
、
外
国
に
在
住
す
る
日
本
国

　
４
月
１
日
か
ら
勤
務
す
る
臨
時
職

員(

栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士)

を
募
集
し
ま
す
。
勤
務
条
件
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
業
務
内
容

　

母
子
保
健
業
務(

乳
幼
児
健
診
、

栄
養
相
談
、
健
康
教
育
な
ど)

役
場
子
育
て
応
援
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
７
０
０

　
北
海
道
警
察
で
は
、
令
和
２
年
度

第
１
回
警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

●
受
験
資
格

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

●
試
験
区
分

　
◆
Ａ
区
分

　
　
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

　
　
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
　
の
方(

短
大
は
除
く)

　
◆
Ｂ
区
分

　
　
Ａ
区
分
以
外
の
方(

高
校
在
学

　
　
中
の
方
は
除
く)

●
採
用
予
定
人
数

　
男
性
Ａ
区
分　
１
２
０
名
程
度

　
男
性
Ｂ
区
分　
40
名
程
度

　
女
性
Ａ
区
分　
35
名
程
度

　
女
性
Ｂ
区
分　
15
名
程
度

タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

　
実
際
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

を
も
と
に
、
予
防
法
と
対
策
法
を

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例

集(

２
０
１
８
年
度
版)

」
に
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.soum

u.go.jp/
m

ain_sosiki/joho_tsusin/ky
ouiku_joho-ka/jireishu.htm

l

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　
情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

　
　
☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

　
無
戸
籍
と
は
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
り
出
生
届
が
提
出
さ
れ
な
い
こ
と

で
、
子
や
ご
自
身
が
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
主
な
理
由
と
し
て
は
、
婚
姻
中
ま

た
は
離
婚
後
３
０
０
日
以
内
に
子
が

生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
子
が

元
夫
の
子
で
は
な
い
た
め
出
生
届
を

提
出
し
な
い
こ
と
に
よ
り
無
戸
籍
と

な
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
無
戸
籍
の
方
は
、
戸
籍
に
記
載
が

な
い
た
め
、
身
元
を
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
社
会
生
活
上
で
さ
ま
ざ

ま
な
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
を
も
と
に
作
ら

れ
る
住
民
票
が
な
い
た
め
、
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
無
戸
籍
で
お
困
り
の
方
は
、
役
場

住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
無
戸
籍
の
方
を

戸
籍
に
記
載
す
る
た
め
の
手
続
き
に

国
民
年
金
の
任
意
加
入

制
度
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
い
て

栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士
を

募
集
し
ま
す

警
察
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
保
険
料
率

改
定
の
お
知
ら
せ

要
約
筆
記
奉
仕
員
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

無
戸
籍
で
お
困
り
の
方
へ

お
子
さ
ん
が
安
心
安
全
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に
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第
12
回

　
第
54
回
更
別
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
会

　
第
42
回
家
庭
教
育
学
級
生
の
集
い

更
別
村
の
教
育
を
考
え
る
村
民
集
会

　
２
月
16
日
、
第
12
回
更
別
村
の
教
育

を
考
え
る
村
民
集
会
と
第
54
回
更
別
村

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
会
、
第
42
回
家
庭

教
育
学
級
生
の
集
い
が
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
少
年
の
主
張
が
行
わ
れ
、

更
別
中
央
中
学
校
の
中
村
琴
音
さ
ん

(

１
年)

と
早
坂
咲
優
香
さ
ん(

２
年)

、

更
別
農
業
高
校
の
青
砥
桃
華
さ
ん(

２

年)

が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
気
づ

き
、将
来
へ
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
は
、
更

別
農
業
高
校
生
が
﹃
更
別
村
の
ス
ズ
ラ

ン
を
守
れ
‼ 
～
ス
ズ
ラ
ン
の
栽
培
か
ら

ス
ズ
ラ
ン
マ
ッ
プ
の
作
成
～
﹄と
題
し
、

他
市
町
村
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

本
村
で
も
群
生
地
を
増
や
し
た
り
、
特

産
品
や
郷
土
文
化
な
ど
を
活
用
し
て
認

知
度
を
高
め
、
保
護
に
つ
な
げ
る
方
法

を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
鶴
羽

代
表
取
締
役
の
鶴
羽
佳
子
さ
ん
が
﹃
子

ど
も
の
表
現
力
を
伸
ば
す
た
め
に
親
と

し
て
で
き
る
こ
と
﹄を
テ
ー
マ
に
解
説
。

教
育
現
場
の
事
例
に
触
れ
な
が
ら
「
子

ど
も
に
は
、
集
団
の
中
で
役
割
を
知
る

こ
と
や
失
敗
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
社

会
に
出
た
と
き
に
壁
を
乗
り
越
え
る
力

に
な
る
。
親
は
子
ど
も
に
失
敗
さ
せ
る

勇
気
を
育
み
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
て

行
動
を
起
こ
す
と
き
を
辛
抱
強
く
待
つ

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

行
政
区
対
抗

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

Ａ
リ
ー
グ

●
優　
勝　
協
和
区

●
準
優
勝　
旭
区
Ａ

●
３　
位　
香
川
区

●
４　
位　
更
別
東
区
Ａ

Ｂ
リ
ー
グ

●
優　
勝　
新
栄
町

●
準
優
勝　
本
町

●
３　
位　
更
別
区
Ａ

●
４　
位　
更
別
東
区
Ｂ

2 / 2

行
政
区
対
抗
卓
球
大
会

●
優　
勝　
旭
区
Ａ

●
準
優
勝　
香
川
区

●
３　
位　
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ａ

　
　
　
　
　
柏
町

2 / 9

行
政
区
対
抗

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

混
成
ク
ラ
ス

●
優　
勝　
旭
区
Ｂ　

●
準
優
勝　
旭
区
Ａ

●
３　
位　
更
別
区
Ｂ

　
　
　
　
　
協
和
区

男
性
ク
ラ
ス

●
優　
勝　
旭
区

●
準
優
勝　
緑
町

●
３　
位　
更
別
東
区
Ａ

　
　
　
　
　
更
別
東
区
Ｂ

2 / 23

●問い合せ
　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 ー 3171

総合誌さらべつ
編集委員を募集中

　村では、毎年３月に発行する村文化の集大成「総
合誌さらべつ」の製作を行う編集委員を募集してい
ます。
　あなたのアイデアを活かしてみませんか？

■任期
　４月１日〜来年３月 31 日
■会議
　年６回程度開催
■経費
　編集委員会計で負担
■対象者
　村内在住者
■募集期限
　３月 27 日 ( 金 )

40
歳
か
ら
気
を
つ
け
た
い

「
眼
の
成
人
病
」

(

坂
西　

良
彦)

児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『ボケない片づけ』

　高橋　和子／著

脳のトレーニングに

なり、片づけのスキ

ルも身につく方法な

どをまとめた一冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ
お知らせ

◆転居に関するお願い
　３月・４月は、進学や就職などで引っ越しが多くなる

時期です。

■十勝管外へ引っ越しをされる場合

　貸出図書や図書利用者カードの返却をお願いします。

■十勝管内へ引っ越しをされる場合

　新住所が確認できる身分証を

　ご持参の上、図書室で図書

　利用者カードに登録されて

　いる住所の変更手続きを

　お願いします。

文学・一般書

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

13 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

今月の展示

■一般書コーナー

　『卒業生におすすめの本』

■児童書コーナー

　『入園・入学のえほん』

　『春のえほん』

12

　新型コロナウイルスへの感染防止のため、読み

聞かせは中止します。ご了承ください。

気
象
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑　

(

筆
保　

弘
徳)

雪
と
氷

水
の
惑
星
か
ら
の
贈
り
物

(

片
平　
　

孝)

命
の
も
の
さ
し　

(

今
西　

乃
子)

食
品
ロ
ス
の
大
研
究　

(

井
出　

留
美)

な
い
し
ょ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(

も
と
し
た

い
ず
み)

リ
ュ
ッ
ク
を
し
ょ
っ
て　

(

村
上　

康
成)

な
が
ー
い
５
ふ
ん

み
じ
か
い
５
ふ
ん

(

リ
ズ
・
ガ
ー
ト
ン
・

ス
キ
ャ
ロ
ン)

「
へ
て
か
へ
ね
か
め
」

お
ふ
ろ
で
ね

(

宮
川　

ひ
ろ)

か
な
し
み
が
や
っ
て

き
た
ら
き
み
は

(

エ
ヴ
ァ
・

イ
ー
ラ
ン
ド)

キ
キ
と
ジ
ャ
ッ
ク
ス

(

こ
ん
ど
う

ま
り
え)

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

(

工
藤
ノ
リ
コ)

イ
ヌ
と
友
だ
ち
の

バ
イ
オ
リ
ン

(

デ
イ
ビ
ッ
ト
・

　

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド)

目
が
良
く
な
る

32
の
方
法

(

深
作　

秀
春)

風
神
雷
神(

上
・
下)

(

原
田　

マ
ハ)

セ
バ
ッ
ト
・
ソ
ン
グ　

(

谷
村　

志
穂)

ス
ポ
飯　

世
界
で
戦
う
ア
ス
リ
ー
ト

を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
に

(

橋
本　

玲
子)

あ
な
た
の
眼
鏡
は

こ
こ
が
間
違
っ
て
い
る

(

藤　
　

裕
美)

後
悔
し
な
い

「
年
賀
状
終
活
」
の
す
す
め

(

澤
岡　

詩
野)

か
ん
た
ん
！
か
わ
い
い
！

ね
こ
弁

(

ダ
ン
ノマ

リ
コ)

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ッ
シ
ュ　

(

山
田　

詠
美)

シ
ョ
パ
ン
ゾ
ン
ビ
・

コ
ン
テ
ス
タ
ン
ト

(

町
屋　

良
平)

最
果
て
の
決
闘
者　

(

逢
坂　
　

剛)

カ
エ
ル
の
小
指　

(

道
尾　

秀
介)

生
命
式　
　
　
　

(

村
田
沙
耶
香)

認
知
症
予
防
に
お
す
す
め

図
書
館
利
用
術

(

結
城　

俊
也)

今月の読みきかせ



学
校
生
活
の
思
い
出

　
　
　
　
３
年
Ａ
組　
山
下　
幹
太

　
私
は
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

何
の
目
標
も
な
く
、
た
だ
作
業
し
て

い
る
よ
う
な
感
じ
の
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
友
人
も
増
え
、
学
校
が
楽

し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
高
校
生
活
で
初
め
て

頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
３
年
生
で
の
実
績
発
表

大
会
で
す
。
私
は
生
物
活
用
分
会
の

発
表
者
に
な
り
ま
し
た
。
校
内
選
考

を
勝
ち
抜
き
、
東
北
海
道
大
会
出
場

を
決
め
た
た
め
、
10
分
間
の
発
表
を

原
稿
を
見
な
い
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
冬
休
み
中
も
学
校
に
通

い
、家
で
も
必
死
に
練
習
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
全
道
大
会
へ
は
進
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
気
で
頑
張
る
経

験
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

３
年
Ｂ
組　
髙
橋　
優
実

　
長
い
よ
う
で
短
い
３
年
間
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

特
に
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
は
３

年
生
最
後
の
球
技
大
会
で
す
。
３
Ｂ

は
昨
年
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
１

位
で
し
た
の
で
、
２
年
連
続
優
勝
を

目
指
し
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
大
会

当
日
、
ク
ラ
ス
の
一
人
ひ
と
り
が
力

を
尽
く
し
て
挑
み
ま
し
た
。
ど
ん
ど

ん
勝
ち
上
が
り
、
優
勝
決
定
戦
で
１

年
生
と
戦
い
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
が
団
結
し
て
球

技
大
会
に
取
り
組
め
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
で
す
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
良

か
っ
た
で
す
。

更別中央中学校卒業後、白樺学園高校に進み、
現在は大東文化大学スケート部に所属。
将来は「子どもたちと向き合い、スケートの
楽しさを伝えられる指導者になりたい」。

田　中　姫　麗 選手

　
本
村
出
身
の
田
中
選
手
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
の
１
０
０
０
ｍ
と
マ
ス
ス
タ
ー
ト(

１

周
４
０
０
ｍ
を
16
周
し
、
獲
得
し
た
ポ

イ
ン
ト
で
順
位
が
決
ま
る
レ
ー
ス)

に
出

場
。
昨
年
11
月
に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

第
２
戦
の
マ
ス
ス
タ
ー
ト
で
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
を
振
り
返
り
、「
強

い
選
手
が
そ
ろ
う
大
会
で
優
勝
で
き
、
素

直
に
嬉
し
い
で
す
」
と
話
す
田
中
選
手
。

　
基
礎
練
習
を
大
切
に
し
、
厳
し
い
環
境

の
中
で
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合
う
こ
と
で
ス

ケ
ー
ト
の
楽
し
さ
を
実
感
。「
ス
ケ
ー
ト

が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
が
競
技
を
続
け

る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
村
の
み
な
さ
ん
に
は
「
リ
ン
ク
で
声
を

か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま
た

頑
張
ろ
う
と
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
、
ス
ケ
ー
ト
に
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
に
は
「
続
け
て
い
た
ら
良
い
こ
と
が

あ
る
と
信
じ
、
ス
ケ
ー
ト
が
好
き
と
い
う

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
は
「
自
己
ベ
ス

ト
の
更
新
を
目
指
し
、
楽
し
み
つ
つ
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
初
優
勝
！

写真前が田中選手
( 今年２月に八戸市で行わ
れた第４戦の滑走の様子 )

　『ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生エッセイコン
テスト 2019』で、更別中央中学校が特別学校賞を、
髙瀨美咲さん ( ２年 ) が青年海外協力隊北海道道東
ＯＢ会会長賞を受賞しました。２月 19 日にＪＩＣ
Ａ北海道 ( 帯広 ) の沢田博美代表から賞状と記念品
が贈られました。
　髙瀨さんは『よりよい未来のために私達ができる
こと』と題し、持続可能な開発のための 17 のグロー
バル目標 ( ＳＤＧｓ ) について調べて感じたことを
記しました。賞を受けて「書き上げるまでに苦労し
ました。受賞に驚いたとともに嬉しいです」と話し
ていました。

写真左から鑓水眞さん ( ２年 )、水口歩美さん ( ２年 )、
髙瀨さん、沢田代表

　「平和への道のり」をテーマに開催された『第 32
回ライオンズ国際平和ポスターコンテスト』に、本
村から更別小学校の和田一花さん ( ６年 )、更別中
央中学校の山角茉里さん ( １年 )、川上真依さん ( ２
年 ) の３名が応募。川上さんが道北・道東地区の優
秀賞を受賞しました。
　２月 21 日には更別中央中学校で更別ライオンズ
クラブの神成哲也会長から賞状と記念品が手渡され
ました。
　川上さんは「人々が手を取りあって平和な世界を
作っていければという願いを込めて描きました。受
賞できて嬉しいです」と話していました。

写真左から山角さん、川上さん、神成会長

ポスターコンテスト エッセイコンテスト
中学生が受賞！

先
端
技
術
を
活
用
し
て
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
に

基
づ
き
、
豊
か
で
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
を
目
指
す
本
村
の
取
り
組
み
の
視
察

を
希
望
さ
れ
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
村
内
の
大
規
模
農
場
「
コ
タ

ニ
ア
グ
リ
」
を
訪
れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
試
乗
し
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
融
雪
剤
散
布
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
も
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
入
所
者
の
健
康
管
理
に
取
り
組
む

「
元
気
の
里
さ
ら
べ
つ
」
や
Ｐ
Ｃ
ソ
フ

ト
に
よ
る
施
設
運
営
を
行
う
「
コ
ム
二

の
里
さ
ら
べ
つ
」
を
訪
れ
、
多
く
の
質

問
を
交
え
な
が
ら
、
本
村
の
福
祉
ゾ
ー

ン
を
熱
心
に
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
保
診
療
所
で
は
、
山
田
所
長
か
ら

電
子
カ
ル
テ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
多

　

２
月
２
日(

日)

、
前
内
閣
府
特
命
大
臣
と
し
て

地
方
創
生
・
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
に
先
頭
に
立

っ
て
国
政
を
担
っ
て
き
た
片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員

が
更
別
村
を
訪
れ
、
本
村
が
推
進
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

(

情
報
通
信
技
術)

を
活
用
し
た
農
業
や
介
護
・
医

療
現
場
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
は
、
最

前
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員
が
本
村
を
視
察

議
会
副
議
長
、
森
田
更
別
森
林
組
合

長
を
は
じ
め
と
す
る
み
な
さ
ま
に
も

ご
同
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国

や
道
と
の
連
携
を
密
に
し
、
自
覚
と

責
任
を
も
っ
て
村
政
の
運
営
と
執
行

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
種
の
診
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
「
バ
イ
タ
ル
リ

ン
ク
」
の
説
明
を
受
け
、
遠
隔
医
療
の
導
入
効
果

や
最
先
端
医
療
通
信
技
術
の
可
能
性
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
十
勝
さ
ら
べ
つ
熱
中
小
学
校
」
に

移
動
し
、
東
大
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
は
平
藤

特
任
教
授
よ
り
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
、
私
か

ら
は
地
方
創
生
事
業
の
取
り
組
み
や
、
本
村
が
目

指
す
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

片
山
議
員
は
、
大
規
模
農
業
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
と
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
の
素
晴
ら
し
さ

に
驚
か
れ
る
と
と
も
に
、
国
の
基
本
で
あ
る
農
業

振
興
の
重
要
性
や
、
超
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
住
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)

を
下
げ
な
い
た

め
に
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
が
極
め
て
人
間
的
で

政
治
的
で
あ
り
な
が
ら
科
学
的
で
合
理
的
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
、「
更
別
村
か
ら
も
素
晴
ら
し

い
提
案
を
！
」と
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

視
察
に
は
、
喜
多
道
議
や
若
園
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ

代
表
理
事
組
合
長
、　

木
村
議
会
議
長
、
織
田
村
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阿あ

べ部
　
勇ゆ
う
利り 

く
ん

平
成
31
年
3
月
9
日
生

新
栄
町

　勇気を持って育ち、よく気が

　利く人になりますように。

　大きくなるために、よく食べて

　好き嫌いしない勇利。

　きになったらとことん突き進め！

　　　　　　　　　　　考平・寛子

石い
し
か
わ川

　
　
奨し
ょ
う 

く
ん

平
成
31
年
3
月
25
日
生

曙
町

　絵本にアンパンマンと抱っこ大好

きな奨です！

　満面の笑顔でいつもパワーと癒し

をくれる我が家のアイドルです♡

　いっぱい食べて遊んで、明るく健

やかに成長してね♡

　　　　　　　　　　　慶・あゆみ

総人口

3,158 人
（＋ 1 人）

男性

1,556 人
（± 0 人）

女性

1,602 人
（＋ 1 人）

世帯数

1,326世帯
（ー 2 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　613 日 (2 月 29 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　スマートフォンに「不正サーバーにアクセス

されている」、「個人情報を消すために保証金が

必要で、電子マネーで支払う必要がある」といっ

て金銭を要求するメールを送る詐欺事件が発生

しています。何らかの料金の支払いとして、コ

ンビニエンスストアで電子マネーを購入して支

払うよう指示された場合は、詐欺を疑ってくだ

さい。料金の支払いに関するメールやはがき、

封書などが届いてもすぐに信用せず、このよう

な電話が来たときには詐欺を疑い、ご家族や警

察に相談しましょう。

戸籍の窓口

誕生おめでとう

島
しま

　田
だ

　聖
せい

　絆
わ

 くん　　( 勢 雄 区）千聖

綿
わた

　貫
ぬき

　蓮
れん

　也
や

 くん　　( 協 和 区）太一・佑梨江

　岸
きし

　　朋
とも

　松
まつ

 くん　　( 柏 町）真希・優希子

若
わか

　園
ぞの

　咲
さ

　来
き

 ちゃん　( 更別東区）隆史・沙耶花

爲　廣　　登　 さん（錦　町）94 歳

佐　藤　　美子 さん（更別区）92 歳

大　西　洋　子 さん（勢雄区）81 歳

佐　藤　　美子 さん（更別区）92 歳
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